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あぐりキッズスクール第19期生



令
和
７
年
度
も
生
産
者
の
方
々
か
ら
、農
業
や
部
会
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
で
は
、皆
さ
ま
の
言
葉
と
共
に
１
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
。

グリーンコープへ新鮮な農作物を出荷するグリーンあ
さくらに所属し、父と妹と力をあわせて１５種類以上の
野菜を年間通して栽培しています。消費者の方から「新
鮮で甘味があっておいしい」と言われるとやりがいを感
じます。この声に応えるためにも、心を込めて丁寧に栽
培していきたいです。

　大内田 英子さん

グリーンあさくら

特  

集

朝倉市大庭
おおうちだ えいこ

キュウリづくりを始めて53年になります。高品質な
キュウリを作るには良質な土が欠かせません。毎年必
ず、土壌診断を行い圃場の状態にあわせた土づくりに
力を入れています。また、時期に合わせた温度管理や
湿度管理を徹底して行い、病害虫に負けないキュウリ
づくりに取り組んでいます。

古賀 久保美さん

冬春きゅうり部会 筑前町東小田
こが くぼみ

両親と一緒に12棟のハウスを棟ごとに担当者を決め
て栽培しています。管理する人が違えば生育や収量が
変わってきますが、これが正解というものはなく、どこ
かにヒントがあるので勉強になります。今後もさまざま
な技術に挑戦し、栽培技術を向上して収量アップを目
指していきたいです。

久保 敬博さん

アスパラガス部会 朝倉市長渕
くぼ たかひろ

園地に足を運び、桃と向き合うことを大切にしていま
す。桃は天候に左右されやすいので、少しの変化も見
逃さないよう細やかな管理を心掛けています。　農業
は一生勉強できる仕事です。うまくいかなかったことを
反省し、勉強して次の年に生かしていく。これを繰り返
すことでおいしい桃ができます。

本園 正治さん

もも部会 朝倉市宮野
もとぞの まさはる

１
年
間
の

あ
り
が
と
う

１
年
間
の

あ
り
が
と
う

母から受け継いだ野菜づくり
新鮮でおいしい野菜を届けたい

5月号 グリーンあさくら
キュウリ栽培は
なんといっても土づくり

6月号 キュウリ

さまざまな技術に挑戦して
収量アップを目指す

7月号 アスパラガス
桃に愛情を
農業は一生勉強

8月号 桃
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JAでは、管内の小学生を対象に食と農について学ぶ「あぐりキッ
ズスクール」を年間企画で開催しています。今月号の表紙は、卒業
式を終えた第19期生の皆さんです。
令和7年度は、子どもたちが野菜の苗植えから収穫までの農業体
験、餃子やお弁当づくりの調理体験、夏には特別講として1泊2日
のサマーキャンプで地産地消をテーマに地域の食材を使ったピ
ザづくりにも挑戦しました。年間を通して食と農の大切さを実際
に体験して学びました。

今月の表紙

あぐりキッズスクール 第19期生の皆さん

令和7年8月　サマーキャンプ

※7ページに令和8年度第20期生募集のお知らせを掲載しています
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「ふぁーむ」にお寄せいただいたお便りから
「生産者訪問」へのコメントを紹介します

生産者訪問は身近に感じられてよかったです。
【筑前町　M・Hさん】

日々 の努力を大切にしながら農業に向き合う本園さん
の姿が印象的でした。 【山口県山口市　れのっこさん】

生産者訪問は前向きに取り組んである方ばかりで励
みになります。 【朝倉市　キャサリンさん】

うちでも柿栽培をしております。かき部会の田中さんの
お話、参考になりました。 【朝倉市　I・Mさん】

人と人とのつながりをより一層強固なものとし、高品質
なイチゴの技術を次の世代へ継承していこうとする髙﨑
さんの思いが伝わりました。 【大野城市　F・Mさん】

あとがき
取材にご協力いただき、ありがとうございました。生産者の皆さま
の努力や栽培の工夫、農業への思いが地域農業を盛り上げてい
るとより実感しました。これからも地域農業の魅力
や生産者の思いを伝えていきます！

大玉の梨を作ることを意識して、適期管理を丁寧に行
いながら、大切に梨を育てています。近年の異常な暑
さには、今まで以上に細やかな管理が必要だと感じて
います。大切に育てた梨を消費者の皆さんに食べても
らい、「おいしい」と言ってもらえることが何よりの励ま
しとなっています。

稲葉 泰幸さん

梨部会 朝倉市山見
いなば やすゆき

仕事を辞め農業を始めたいと妻に相談し、花を育てて
みたいと言ってくれたのが栽培のきっかけでした。農
業への道を快く受け入れてくれ、大変な作業を一緒に
してくれる妻には言葉では言い表せないほど感謝して
います。シンテッポウユリが多くの生産者とのつながり
や家族と過ごす時間を与えてくれて、私の人生に華を
添えてくれました。

　田頭 正美さん

切花部会 筑前町畑嶋
たがしら まさみ

土づくりから温度管理、その時期に応じた管理作業な
ど、すべてが味や収量に繋がってくるので、すべてにこ
だわりをもって丁寧に行うようにしています。実際に育
つのは「とよみつひめ」ですから、私は生育のサポート
役のような感じです。「とよみつひめ」の栽培は私にとっ
て生活の一部です。

 佐藤 敏久さん

とよみつひめ部会 朝倉市鳥集院
としひささとう

スマート農業を活用して効率化と省力化を図り、面積
の拡大を目標にしています。父からは、水管理や土づ
くりなどの技術と〝自分が納得するまで一切妥協しな
い〞という農業に取り組む姿勢を学びました。学んだ
ことを私から息子へとつなぎ、革新を続けながら３世
代で農業を長く続けていきたいです。

 飯田 克也さん

甘木地区普通作部会 朝倉市下浦
いいだ かつや

鳥獣害や斜面が崩れる危険、復旧の手間など、中山間
地ならではの苦労を感じる日々ですが、それでもおい
しい柿を届けたいという思いで、栽培に取り組んでい
ます。「じいじの柿はおいしい」と言ってくれる孫の言葉
に励まされながら、これからも仲間と共にこの地域の
柿づくりを守っていきたいと思っています。

　田中 信彦さん

かき部会 朝倉市杷木志波
たなか のぶひこ

苗の状態を観察して管理作業を早めに行う、堅実なイ
チゴづくりを心掛けています。生産コストの高騰など、
農業を取り巻く環境は今後も厳しくなってくると思い
ます。こうした中で大切なことは、人と人とのつながり
をより一層強固なものとし、高品質なイチゴを作る技
術を次の世代へ継承していくことです。

　髙﨑 満浩さん

杷木苺部会 朝倉市宮野
たかさき みつひろ

18歳からトマトづくりを始めて60年になります。長年
の経験で身についた感覚があり、葉を見れば、「病気の
気配があるな」「水が足りていないな」と、そこからどう
管理すれば良いか分かるようになりました。栽培環境
や作業方法は大きく変わりましたがトマトをしっかり観
察することは、何より大切なことで昔から変わりません。

中島 正友さん

冬春とまと部会 朝倉市桑原
なかしま まさとも

「おいしい」その言葉が何よりの励まし
大切に育てた梨を届けたい

9月号 梨
シンテッポウユリが
私の人生に華を添えてくれた

10月号 シンテッポウユリ

「とよみつひめ」が育つのを
サポートするのが私の役目

11月号 とよみつひめ
受け継がれる想いと
スマート農業による革新

12月号 普通作

地域と共に
自然と共生する柿づくり

柿
小さな積み重ねと仲間の支えが
大きな「博多あまおう」に

令和8年2月号 イチゴ

トマトとともに60年
変わる時代変わらない向き合い方

令和8年3月号 トマト

令和8年1月号
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お問い合わせは　組織ふれあい課女性部担当まで　☎0946-22-1917（平日 8:30～17:00）

食農教育
活動

女性部には料理や手芸、体操など自分の得意なことを生か
して食農教育や地域貢献を行う活動リーダーがいます。
小学生を対象にした「あぐりキッズスクール」では、令和7年
度も料理の先生として、活動リーダーの皆さんは子どもたちと
ふれあい、「食と農」の大切さを伝えました。

活動リーダー
女性部
活動紹介

「あぐり畑」でとれた
ジャガイモを使った、フ
ライドポテトやおにぎ
り、キュウリの浅漬けな
ど、素材のおいしさを
味わってもらいました。

第1講
野菜の収穫

もち米を蒸し、きな粉
や大根おろしなどの
準備、つき方の指導
を行いました。もちつ
き体験を通じて食へ
の関心を育みました。

第4講
もちつき

子どもたちに作り方を教
えるため、事前に活動リ
ーダーだけで勉強会をし
ました。当日は皮から手
作りしたおいしい水餃子
ができあがりました。

第3講
水餃子づくり

1年間の集大成とし
て、大切な人へ感謝
の気持ちを込めて、
キャラ弁を作りました。
みんなでの昼食は楽
しい時間となりました。

第5講
お弁当づくり

みそ汁班 ゴボウとごまめの和え物班

オムライス班

ネギ切るの上手だね!!

手羽中の唐揚げ班

あぐりキッズスクー
ルを通して食べ物を
作ることの大変さや
仲間と協力すること
の大切さを学びまし
た。

お弁当づくりお弁当づくり

１月24日、あぐりキッズスクール第5講を開催し、お弁当づくりと
卒業式を行いました。お弁当づくりでは「キャラ弁」に挑戦。オムラ
イスの上にのりとチーズで顔を作るなど、心を込めて作ったお弁
当を保護者と一緒に食べて楽しい時間を過ごしました。卒業式で
は、熊本廣文組合長より卒業生へ卒業証書を授与しました。

卵割るの楽しいよ♪

第5講第5講第5講第5講
／
か
わ
い
い
～
♪
＼

／
い
だ
だ
き
ま
す
＼

卒業式卒業式

JA筑前あさくら
令和8年度　第20期生募集

開校期間

対 象 者

令和8年5月～令和9年2月（全4講）
朝倉市・筑前町・東峰村の小学3年生～6年生（新学年）

募集定員 40名程度（応募多数となった場合、抽選とさせていただきます）

受 講 料 年間3,000円（傷害保険料・教材費含む） ※第1講でいただきます

申し込み期間 3月31日（火）まで
JA筑前あさくらのホームページより申込書をダウンロード、または最寄りの
支店にて申込書をお受け取りいただきご提出ください。
※JA支店窓口・本店組織ふれあい課までお持ちいただくか、FAXしてください。

お問い合わせ先 JA本店 組織ふれあい課 （受付：平日8:30～17:00）
　☎ 0946-22-1917　FAX 0946-22-1893

※日程、プログラムの内容は変更する場合がございます。
　あらかじめご了承ください。

講

第１講 5月30日（土）
9:00～12:30

9:00～14:00

9:00～14:00

入学式・野菜植え
秋の収穫に向けて
「あぐり畑」に野菜を
植えよう！

第2講 1泊2日

8月6日（木）
～7日（金）

サマーキャンプ
キャンプで
最高の思い出を作ろう！
梨の収穫体験や
社会科見学もするよ！

第3講

第4講

11月28日（土）

2月13日（土）
お弁当作り・卒業式
感謝の気持ちを込めて
みんなでおいしい
お弁当を作ろう！

日　程 プログラム

餅つき大会
野菜の収穫と
餅つきをするよ！
ついた餅で
和スイーツを作ろう！

令和9年

参加費用
別途3,000円必要

※写真は第19期生の活動の様子です。

農業体験・調理体験に興味がある子どもたち募集!

6Vol.383
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き体験を通じて食へ
の関心を育みました。

第4講
もちつき

子どもたちに作り方を教
えるため、事前に活動リ
ーダーだけで勉強会をし
ました。当日は皮から手
作りしたおいしい水餃子
ができあがりました。

第3講
水餃子づくり

1年間の集大成とし
て、大切な人へ感謝
の気持ちを込めて、
キャラ弁を作りました。
みんなでの昼食は楽
しい時間となりました。

第5講
お弁当づくり

みそ汁班 ゴボウとごまめの和え物班

オムライス班

ネギ切るの上手だね

手羽中の唐揚げ班

あぐりキッズスクー
ルを通して食べ物を
作ることの大変さや
仲間と協力すること
の大切さを学びまし
た。

お弁当づくりお弁当づくり

１月24日、あぐりキッズスクール第5講を開催し、お弁当づくりと
卒業式を行いました。お弁当づくりでは「キャラ弁」に挑戦。オムラ
イスの上にのりとチーズで顔を作るなど、心を込めて作ったお弁
当を保護者と一緒に食べて楽しい時間を過ごしました。卒業式で
は、熊本廣文組合長より卒業生へ卒業証書を授与しました。

卵割るの楽しいよ♪

第5講第5講第5講第5講
／
か
わ
い
い
～
♪
＼

／
い
だ
だ
き
ま
す
＼

卒業式卒業式

JA筑前あさくら
令和8年度　第20期生募集

開校期間

対 象 者

令和8年5月～令和9年2月（全4講）
朝倉市・筑前町・東峰村の小学3年生～6年生（新学年）

募集定員 40名程度（応募多数となった場合、抽選とさせていただきます）

受 講 料 年間3,000円（傷害保険料・教材費含む） ※第1講でいただきます

申し込み期間 3月31日（火）まで
JA筑前あさくらのホームページより申込書をダウンロード、または最寄りの
支店にて申込書をお受け取りいただきご提出ください。
※JA支店窓口・本店組織ふれあい課までお持ちいただくか、FAXしてください。

お問い合わせ先 JA本店 組織ふれあい課 （受付：平日8:30～17:00）
　☎ 0946-22-1917　FAX 0946-22-1893

※日程、プログラムの内容は変更する場合がございます。
　あらかじめご了承ください。

講

第１講 5月30日（土）
9:00～12:30

9:00～14:00

9:00～14:00

入学式・野菜植え
秋の収穫に向けて
「あぐり畑」に野菜を
植えよう！

第2講 1泊2日

8月6日（木）
～7日（金）

サマーキャンプ
キャンプで
最高の思い出を作ろう！
梨の収穫体験や
社会科見学もするよ！

第3講

第4講

11月28日（土）

2月13日（土）
お弁当作り・卒業式
感謝の気持ちを込めて
みんなでおいしい
お弁当を作ろう！

日　程 プログラム

餅つき大会
野菜の収穫と
餅つきをするよ！
ついた餅で
和スイーツを作ろう！

令和9年

参加費用
別途3,000円必要

※写真は第19期生の活動の様子です。

農業体験・調理体験に興味がある子どもたち募集!

7 Vol.383



地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します!

販
売
力
強
化
へ
向
け

　
福
岡
市
中
央
卸
売
市
場
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

被
災
果
樹
産
地
の
再
生
へ
第
２
期
開
始
　

　
フ
ル
ー
ツ
フ
ァ
ー
ム
で
ス
モ
モ
定
植

NEWS

さ
ら
な
る
販
路
拡
大
へ

　
鉢
花
部
会
が「
九
州
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
」で
Ｐ
Ｒ

　
Ｊ
Ａ
は
１
月
29
日
、販
売
力
強
化
を
目
的
に
福
岡

市
中
央
卸
売
市
場
で
Ｊ
Ａ
役
員
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。市
場
内
に
特
設
ブ
ー
ス
を
設

け
Ｊ
Ａ
農
産
物
を
展
示
。競
り
場
で
は
、熊
本
廣
文

組
合
長
が
壇
上
に
立
っ
て
、安
定
し
た
供
給
に
努
め

積
極
的
な
出
荷
を
行
い
販
売
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
市
場
関
係
者
ら
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
後
に
は
、福
岡
大
同
青
果
㈱
と

相
対
取
引
の
比
率
の
動
向
や
再
生
産
が
可
能
な
価

格
形
成
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。そ

の
後
、Ｊ
Ａ
の
米
を
販
売
す
る
鳥
栖
市
の
米
卸
・
㈱

森
光
商
店
を
視
察
し
ま
し
た
。製
品
が
で
き
る
ま
で

の
工
程
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
商
品
展
開
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

トップセールスに臨むＪＡ役員

NEWS

◆2月は日本農業新聞に、合計14本のJA筑前あさくらに関する記事が掲載されました。

自己改革自己改革

思
い
描
く
理
想
の
リ
ー
ダ
ー
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
組
合
員
大
学 

基
礎
講
座
修
了
式

ド
ク
タ
ー
コ
ト
ー
の
家
庭
菜
園
診
療
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
全
４
講
を
通
じ
、野
菜
づ
く
り
の
基
礎
を
学
ぶ

土
壌
医
検
定
で
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　
土
を
学
び
農
家
に
寄
り
添
う
営
農
指
導
へ

　
Ｊ
Ａ
は
、令
和
7
年
5
月
か
ら
令
和
8
年
1
月
に

か
け
て
、ド
ク
タ
ー
コ
ト
ー
こ
と
、シ
ン
ジ
ェ
ン
タ

ジ
ャ
パ
ン
㈱
の
古
藤
俊
二
氏
を
講
師
に
招
い
た
家
庭

菜
園
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
し
た
。こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は

Ｊ
Ａ
が
令
和
6
年
9
月
に
実
施
し
た
組
合
員
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、家
庭
菜
園
や
土
づ
く
り
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
開
催
の
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、そ
の

声
に
応
え
る
べ
く
企
画
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
全
４
講
を
通
じ
、土
づ
く
り
や
季
節
に

合
っ
た
野
菜
づ
く
り
の
基
本
、農
薬
を
極
力
使
わ
な

い
病
害
虫
対
策
、庭
の
落
ち
葉
と
米
ぬ
か
で
作
る
堆

肥
づ
く
り
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
者
は「
家
庭
菜
園
の
基
礎
を
学
ぶ
事
が
で
き

て
良
か
っ
た
」「
悩
み
に
対
し
て
す
ぐ
に
実
践
で
き
る

対
策
な
ど
を
教
え
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」と
話

し
ま
し
た
。

古藤氏の説明に耳を傾ける参加者

　
Ｊ
Ａ
で
は
営
農
指
導
や
農
家
対
応
の
質
を
高
め

よ
う
と
職
員
の
土
壌
医
検
定
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。土
壌
の
知
識
を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
で
、

栽
培
管
理
に
関
す
る
相
談
に
対
し
、感
覚
に
頼
ら
な

い
説
明
や
提
案
が
可
能
と
な
り
、農
家
の
課
題
を
よ

り
深
く
理
解
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。２
月
の
試

験
に
は
２
級
20
人
、３
級
21
人
が
挑
戦
。検
定
試
験

に
先
立
ち
、１
月
上
旬
に
勉
強
会
を
３
日
間
行
い
合

格
に
向
け
て
出
題
の
要
点
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
営
農
部
の
山
崎
一
仁
部
長
は「
学
び
を
生
か
し
、

農
家
と
同
じ
目
線
で
課
題
を
共
有
で
き
る
職
員
を

増
や
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
で
は
資
格
取

得
を
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
一
つ
と
し
て
推
奨
し
、営
農
指

導
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

土壌医検定に真剣に向き合うＪＡ職員

　
Ｊ
Ａ
は
令
和
7
年
6
月
か
ら
開
講
さ
れ
た「
組
合

員
大
学
」基
礎
講
座
の
修
了
式
を
2
月
13
日
に
行
い
、

受
講
生
15
人
に
修
了
証
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
全
5
講
を
通
じ
受
講
生
は
、協
同
組
合
の
成
り
立

ち
や
地
域
農
業
、他
Ｊ
Ａ
の
優
れ
た
取
り
組
み
、最
新

の
農
業
情
勢
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　
修
了
式
に
先
立
ち
開
か
れ
た
第
５
講
の
研
修
で
は

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
学
び
、受
講
生
そ
れ
ぞ
れ

が
も
つ
理
想
の
リ
ー
ダ
ー
像
や
、そ
れ
に
近
づ
く
た
め

に
必
要
な
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、今
後
の
活

動
や
自
己
啓
発
に
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

　
熊
本
廣
文
組
合
長
は
、地
域
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
さ
ら
な
る
成
長
に
期
待
を
寄
せ
、来
年
度
の
専

門
コ
ー
ス
に
挑
む
受
講
生
へ
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま

し
た
。

基礎講座を修了した受講生の皆さん

　
Ｊ
Ａ
は
、九
州
北
部
豪
雨
で
被
害
を
受
け
た
果
樹
産
地
の
復
興
を
支
援
す
る
フ
ル
ー
ツ
フ
ァ

ー
ム
事
業
で
、第
１
期
で
導
入
し
た
ス
モ
モ
の
低
樹
高
Ｖ
字
形
仕
立
て
の
手
応
え
を
得
た
こ
と

か
ら
、第
２
期
事
業
と
し
て
開
始
し
、再
生
し
た
遊
休
農
地
に
苗
木
を
定
植
し
ま
し
た
。定
植
作

業
に
は
フ
ァ
ー
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る
手
島
涼
さ
ん
と
Ｊ
Ａ
担
当
職
員
が
参
加
し
、ジ
ョ
イ

ン
ト
仕
立
て
を
見
据
え
て
間
隔
を
確

認
し
な
が
ら
進
め
ま
し
た
。

　
土
砂
流
入
で
遊
休
化
し
て
い
た
農

地
に
、堆
肥
を
投
入
す
る
な
ど
土
づ

く
り
を
行
い
、園
地
整
備
に
は
既
存

資
材
も
再
利
用
し
初
期
投
資
の
負
担

軽
減
も
図
り
ま
し
た
。

　
担
い
手
育
成
と
将
来
的
な
ス
モ
モ

の
産
地
化
、果
樹
産
地
の
再
生
に
つ

な
げ
ま
す
。

手島さん㊥に苗の
間隔を丁寧に指導するＪＡ職員

品質の高さをアピールする部会員㊧

　
Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
と
Ｊ
Ａ
に
じ
は
合
同
で
２
月
７
日
に「
第
７
回
Ｊ
Ａ

筑
前
あ
さ
く
ら
・
に
じ
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
」を
久
留
米
市
田
主
丸
町
で

開
催
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
の
垣
根
を
超
え
た
交
流
を
図
り
、次
世
代
を
担
う
地

域
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
大
会
に
は
両
Ｊ
Ａ
管
内
の
小
学
生
を
対
象
に
合
計
12
チ
ー
ム
が
出
場
。

選
手
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
ボ
ー
ル
を
追
い
、白
熱
し
た
プ
レ
ー
を
展
開

し
、楽
し
く
触
れ
合
い
友
情
を
育
み
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】 

優
　
勝
　
福
岡
レ
ジ
ェ
ン
ド
Ｆ
Ｃ 

Ａ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　 

準
優
勝
　
Ｒ
ｅ
ｖ
ｅ
筑
前
Ｓ
Ｃ

　
Ｊ
Ａ
鉢
花
部
会
は
２
月
14
日
、筑
紫
野
市
で
開
か

れ
た「
九
州
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
」に
出
展
し
、部
会
員
が

栽
培
す
る
花
や
観
葉
植
物
の
販
路
拡
大
に
向
け
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
し
た
。ブ
ー
ス
に
は
色
と
り
ど
り
の
花
や
観

葉
植
物
を
展
示
。来
場
し
た
花
店
関
係
者
や
仲
卸
業

者
に
対
し
、部
会
員
自
ら
が
品
種
の
特
徴
や
生
育
状

況
、開
花
時
期
の
見
通
し
な
ど
を
説
明
し
、品
質
の
高

さ
と
安
定
供
給
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
平
井
靖
郎
部
会
長
は「
市
場
の
声
を
直
接
聞
け
る

貴
重
な
機
会
。ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、さ
ら
な

る
品
質
向
上
と
安
定
出
荷
に
努
め
、販
路
拡
大
に
つ

な
げ
た
い
」と
話
し
、今
後
の
販
売
強
化
に
意
欲
を
示

し
ま
し
た
。

　
部
会
は
生
産
者
18
人
が
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
リ
ン
ド

ウ
、シ
ク
ラ
メ
ン
、洋
ラ
ン
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
子
ど
も
た
ち
元
気
に
プ
レ
ー

　
Ｊ
Ａ
に
じ
と
合
同
で
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
開
催

自己改革ファーム
事業

農産物

真剣にプレーする選手たち
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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します!

販
売
力
強
化
へ
向
け

　
福
岡
市
中
央
卸
売
市
場
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

被
災
果
樹
産
地
の
再
生
へ
第
２
期
開
始
　

　
フ
ル
ー
ツ
フ
ァ
ー
ム
で
ス
モ
モ
定
植

NEWS

さ
ら
な
る
販
路
拡
大
へ

　
鉢
花
部
会
が「
九
州
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
」で
Ｐ
Ｒ

　
Ｊ
Ａ
は
１
月
29
日
、販
売
力
強
化
を
目
的
に
福
岡

市
中
央
卸
売
市
場
で
Ｊ
Ａ
役
員
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。市
場
内
に
特
設
ブ
ー
ス
を
設

け
Ｊ
Ａ
農
産
物
を
展
示
。競
り
場
で
は
、熊
本
廣
文

組
合
長
が
壇
上
に
立
っ
て
、安
定
し
た
供
給
に
努
め

積
極
的
な
出
荷
を
行
い
販
売
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
市
場
関
係
者
ら
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
後
に
は
、福
岡
大
同
青
果
㈱
と

相
対
取
引
の
比
率
の
動
向
や
再
生
産
が
可
能
な
価

格
形
成
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。そ

の
後
、Ｊ
Ａ
の
米
を
販
売
す
る
鳥
栖
市
の
米
卸
・
㈱

森
光
商
店
を
視
察
し
ま
し
た
。製
品
が
で
き
る
ま
で

の
工
程
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
商
品
展
開
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

トップセールスに臨むＪＡ役員

NEWS

◆2月は日本農業新聞に、合計14本のJA筑前あさくらに関する記事が掲載されました。

自己改革自己改革

思
い
描
く
理
想
の
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組
合
員
大
学 

基
礎
講
座
修
了
式

ド
ク
タ
ー
コ
ト
ー
の
家
庭
菜
園
診
療
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
全
４
講
を
通
じ
、野
菜
づ
く
り
の
基
礎
を
学
ぶ

土
壌
医
検
定
で
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　
土
を
学
び
農
家
に
寄
り
添
う
営
農
指
導
へ

　
Ｊ
Ａ
は
、令
和
7
年
5
月
か
ら
令
和
8
年
1
月
に

か
け
て
、ド
ク
タ
ー
コ
ト
ー
こ
と
、シ
ン
ジ
ェ
ン
タ

ジ
ャ
パ
ン
㈱
の
古
藤
俊
二
氏
を
講
師
に
招
い
た
家
庭

菜
園
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
し
た
。こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は

Ｊ
Ａ
が
令
和
6
年
9
月
に
実
施
し
た
組
合
員
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、家
庭
菜
園
や
土
づ
く
り
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
開
催
の
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、そ
の

声
に
応
え
る
べ
く
企
画
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
全
４
講
を
通
じ
、土
づ
く
り
や
季
節
に

合
っ
た
野
菜
づ
く
り
の
基
本
、農
薬
を
極
力
使
わ
な

い
病
害
虫
対
策
、庭
の
落
ち
葉
と
米
ぬ
か
で
作
る
堆

肥
づ
く
り
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
者
は「
家
庭
菜
園
の
基
礎
を
学
ぶ
事
が
で
き

て
良
か
っ
た
」「
悩
み
に
対
し
て
す
ぐ
に
実
践
で
き
る

対
策
な
ど
を
教
え
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」と
話

し
ま
し
た
。

古藤氏の説明に耳を傾ける参加者

　
Ｊ
Ａ
で
は
営
農
指
導
や
農
家
対
応
の
質
を
高
め

よ
う
と
職
員
の
土
壌
医
検
定
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。土
壌
の
知
識
を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
で
、

栽
培
管
理
に
関
す
る
相
談
に
対
し
、感
覚
に
頼
ら
な

い
説
明
や
提
案
が
可
能
と
な
り
、農
家
の
課
題
を
よ

り
深
く
理
解
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。２
月
の
試

験
に
は
２
級
20
人
、３
級
21
人
が
挑
戦
。検
定
試
験

に
先
立
ち
、１
月
上
旬
に
勉
強
会
を
３
日
間
行
い
合

格
に
向
け
て
出
題
の
要
点
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
営
農
部
の
山
崎
一
仁
部
長
は「
学
び
を
生
か
し
、

農
家
と
同
じ
目
線
で
課
題
を
共
有
で
き
る
職
員
を

増
や
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
で
は
資
格
取

得
を
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
一
つ
と
し
て
推
奨
し
、営
農
指

導
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

土壌医検定に真剣に向き合うＪＡ職員

　
Ｊ
Ａ
は
令
和
7
年
6
月
か
ら
開
講
さ
れ
た「
組
合

員
大
学
」基
礎
講
座
の
修
了
式
を
2
月
13
日
に
行
い
、

受
講
生
15
人
に
修
了
証
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
全
5
講
を
通
じ
受
講
生
は
、協
同
組
合
の
成
り
立

ち
や
地
域
農
業
、他
Ｊ
Ａ
の
優
れ
た
取
り
組
み
、最
新

の
農
業
情
勢
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　
修
了
式
に
先
立
ち
開
か
れ
た
第
５
講
の
研
修
で
は

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
学
び
、受
講
生
そ
れ
ぞ
れ

が
も
つ
理
想
の
リ
ー
ダ
ー
像
や
、そ
れ
に
近
づ
く
た
め

に
必
要
な
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、今
後
の
活

動
や
自
己
啓
発
に
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

　
熊
本
廣
文
組
合
長
は
、地
域
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
さ
ら
な
る
成
長
に
期
待
を
寄
せ
、来
年
度
の
専

門
コ
ー
ス
に
挑
む
受
講
生
へ
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま

し
た
。

基礎講座を修了した受講生の皆さん

　
Ｊ
Ａ
は
、九
州
北
部
豪
雨
で
被
害
を
受
け
た
果
樹
産
地
の
復
興
を
支
援
す
る
フ
ル
ー
ツ
フ
ァ

ー
ム
事
業
で
、第
１
期
で
導
入
し
た
ス
モ
モ
の
低
樹
高
Ｖ
字
形
仕
立
て
の
手
応
え
を
得
た
こ
と

か
ら
、第
２
期
事
業
と
し
て
開
始
し
、再
生
し
た
遊
休
農
地
に
苗
木
を
定
植
し
ま
し
た
。定
植
作

業
に
は
フ
ァ
ー
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る
手
島
涼
さ
ん
と
Ｊ
Ａ
担
当
職
員
が
参
加
し
、ジ
ョ
イ

ン
ト
仕
立
て
を
見
据
え
て
間
隔
を
確

認
し
な
が
ら
進
め
ま
し
た
。

　
土
砂
流
入
で
遊
休
化
し
て
い
た
農

地
に
、堆
肥
を
投
入
す
る
な
ど
土
づ

く
り
を
行
い
、園
地
整
備
に
は
既
存

資
材
も
再
利
用
し
初
期
投
資
の
負
担

軽
減
も
図
り
ま
し
た
。

　
担
い
手
育
成
と
将
来
的
な
ス
モ
モ

の
産
地
化
、果
樹
産
地
の
再
生
に
つ

な
げ
ま
す
。

手島さん㊥に苗の
間隔を丁寧に指導するＪＡ職員

品質の高さをアピールする部会員㊧

　
Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
と
Ｊ
Ａ
に
じ
は
合
同
で
２
月
７
日
に「
第
７
回
Ｊ
Ａ

筑
前
あ
さ
く
ら
・
に
じ
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
」を
久
留
米
市
田
主
丸
町
で

開
催
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
の
垣
根
を
超
え
た
交
流
を
図
り
、次
世
代
を
担
う
地

域
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
大
会
に
は
両
Ｊ
Ａ
管
内
の
小
学
生
を
対
象
に
合
計
12
チ
ー
ム
が
出
場
。

選
手
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
ボ
ー
ル
を
追
い
、白
熱
し
た
プ
レ
ー
を
展
開

し
、楽
し
く
触
れ
合
い
友
情
を
育
み
ま
し
た
。

【
大
会
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果
】 
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、部
会
員
が
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培
す
る
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や
観
葉
植
物
の
販
路
拡
大
に
向
け
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
し
た
。ブ
ー
ス
に
は
色
と
り
ど
り
の
花
や
観

葉
植
物
を
展
示
。来
場
し
た
花
店
関
係
者
や
仲
卸
業

者
に
対
し
、部
会
員
自
ら
が
品
種
の
特
徴
や
生
育
状

況
、開
花
時
期
の
見
通
し
な
ど
を
説
明
し
、品
質
の
高

さ
と
安
定
供
給
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
平
井
靖
郎
部
会
長
は「
市
場
の
声
を
直
接
聞
け
る

貴
重
な
機
会
。ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、さ
ら
な

る
品
質
向
上
と
安
定
出
荷
に
努
め
、販
路
拡
大
に
つ

な
げ
た
い
」と
話
し
、今
後
の
販
売
強
化
に
意
欲
を
示

し
ま
し
た
。

　
部
会
は
生
産
者
18
人
が
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
リ
ン
ド

ウ
、シ
ク
ラ
メ
ン
、洋
ラ
ン
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
子
ど
も
た
ち
元
気
に
プ
レ
ー

　
Ｊ
Ａ
に
じ
と
合
同
で
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
開
催

自己改革ファーム
事業

農産物

真剣にプレーする選手たち

9 Vol.383
















